
 
 

【日程】 

13:00～13:10 開会行事 

 

 

13:10～13:30 小学生による発表 

 

 

13:30～14:40 中学生による提案発表 

 

 

14:40～14:50 休憩 

14:50～16:00 講演 

 

 

16:00～16:10 閉会行事 

 

平成 30年度 
庄原市教育フォーラム 

庄原市では、「庄原で学んでよかったと心から思える教育」をめざし、子供たちが、ふるさと

庄原で培った「知・徳・体」を原動力として、激しく変動する社会を生き抜き、活躍できるよう

取り組んでいます。 

本年度は、「庄原の未来」をテーマに、学校、家庭、地域が一緒になって子供たちを育ててい

く土壌をつくり、これからの教育について考えていきます。 

平成30年10月28日（日） 庄原市教育委員会 

挨拶  庄原市教育委員会 教育長  牧原 明人 

 

「ふるさと讃歌」他    東城小学校 第５学年児童 

「私たちが創る、10年後のふるさと庄原 ～『庄原の魅力』発信プラン～」 

市内各中学校から１本 計７本 

「10年後、君に仕事はあるのか？」  藤原 和博 

挨拶  庄原市ＰＴＡ連合会 会長  森戸 活美 



 

 

♪ 学校紹介 ♪ 

全校児童 233名の東城小学校は、南に帝釈峡、北には道後山

があり、比婆道後帝釈国定公園の玄関口にある学校です。 

昭和19年に杤木順作さんの寄付で造られた鉄筋の校舎から、

68年の歴史にピリオドをうち、平成26年に現在の新校舎に生ま

れ変わりました。 

 

♪ 曲の紹介 ♪ 

私たちの町「東城町」には、たくさんの自慢があります。天然橋『雄橋』、自然の宝庫『帝釈峡』、

『お通り』『大山供養田植え』などの伝統行事、春の新緑、秋の紅葉、冬の雪景色、夏の透き通った

有栖川、和太鼓奏者の林英哲さん・・・。そんな東城のすばらしさを「ふるさと風土記」として歌にま

とめ、18年前に国民文化祭の開催記念として作成されました。そして、今日まで東城町の文化の伝

承として歌い継がれています。 

 

 

 

 

 

東城小学校では、学習発表会「とちのみ祭」のフィナ－レに、

この「ふるさと風土記」の中にある『お通りだ』を群読にアレン

ジし、東城のうた『ふるさと讃歌』とともに、本校の伝統として

全校で発表し継承しています。 

今日は、東城小学校５年生が東城の四季を音楽にのせてお届け

します。東城の季節の移り変わりをイメ－ジしながらお聞きください。 

 

 

 

 

 

【小学生による発表】 

「ふるさと讃歌」他 ～ふるさとのすばらしさを歌に込めて～ 

                   庄原市立東城小学校 第５学年児童 

○合唱「少年時代」   作詞：井上 陽水 ／ 作曲：井上陽水・平井夏美 

 

○群読「お通りだ」   作詞：峯 陽   ／ 編曲：東城小学校職員 

 

○合唱「ふるさと讃歌」 作詞：峯 陽   ／ 作曲：糀場 富美子 



 
 

〔発表順〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学生による提案発表】 

「私たちが創る、10年後のふるさと庄原 ～『庄原の魅力』発信プラン～」 

市内各中学校から１本 計７本  

１ 庄原市立総領中学校 
 
 「庄原市にある地域資源の活用にむけた一提案」 
 

 
 
平田 実里 （第３学年） 
近久 陽希 （第３学年） 
小林 仁美 （第３学年） 
 

２ 庄原市立口和中学校 
 
 「来てみんさい庄原！ 
    盛り上げよう ふるさと庄原！」 
 

 
 
堂前 楓華 （第３学年） 
 
 

３ 庄原市立西城中学校 
 
 「Happy Project in Saijo.」 

 
 
角田 葵  （第３学年） 
下宮 咲音 （第３学年） 
武田 亜弥 （第３学年） 
中田 望愛 （第３学年） 
 

４ 庄原市立比和中学校 
 
 「私たちの『ふるさと庄原』を 

魅力あふれる町にするために」 

 
 
加藤 瑞喜 （第３学年） 
立花 愛音 （第３学年） 
 

５ 庄原市立東城中学校 
 
 「ふるさと東城の魅力を未来へつなぐ」  

 
 
竹上 綾恵 （第３学年） 
横山 朋叶 （第３学年） 
髙橋 咲帆 （第３学年） 
 

６ 庄原市立高野中学校 
 
 「高野にホテルがやってきた！」 
 

 
 
平野 彩花 （第１学年） 
大山 はるな（第１学年） 
種元 楓  （第１学年） 
井上 日菜子（第１学年） 
 

７ 庄原市立庄原中学校 
 
 「庄原観光親善大使に私たちはなる！」 
  ～未来への道しるべになるように～ 

 
 
河原 渚  （第１学年） 

 



〔略歴〕 

昭和30年東京生まれ。 

昭和53年東京大学経済学部卒業後、株式会社リクルートへ

入社。東京営業統括部長、新規事業担当部長などを歴任。 

平成15年４月から5年間、都内では義務教育初の民間人校

長として、杉並区立和田中学校校長に就任。キャリア教育の

本質を問う[よのなか]科が『ベネッセ賞』、新しい地域活性

化手段として「和田中地域本部」が『博報賞』、給食や農業

体験を核とした和田中の「食育」と「読書活動」が『文部科

学大臣賞』をダブル受賞し、一挙四冠を達成。 

平成28年４月から2年間、奈良市立一条高等学校長に就任。

[よのなか]科の授業等を新たに実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ欄 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演】 

演題 「10年後、君に仕事はあるのか？」    藤原 和博 氏 

©IHA 


